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気管内吸引時のキシロカインスプレー反復噴霧は気管チューブ内壁の摩僚力を増大させる
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霧群と、非噴霧群の静止摩操係数を図に示す。キシ口

力インスプレー噴霧群で有意に静止摩療係数は高値を

示した(P=O∞1)。

【考察】キシロカインスプレーが気管チューブと吸引力テー

テル聞の静止摩擦係数を上昇させた原因としては、リド

カイン・またはその添加物が、気管チューブの主怠材質で

あるポリ塩化ピニルを変性させる、スプレー肉の固形物が

付着する、略疾等と反応し付着する、などの可能性が

考えられる。また、臨床では、キシロカインスプレーの使

用がさらに吸引操作を難しくし、その結果、さらに潤滑目

的でスプレーを使用するという悪循環が生じることも考え

られる。

【結論】気管肉吸引時のキシ口力インスプレー反復噴霧

は、気管内吸引操作をさらに回総にさせる可能性が示

唆された。
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気管挿管患者の、気管内吸引時の潤滑を目的として

キシロカインスプレーの噴霧が行われることがありますが、

キシロカインスプレーの噴霧を反復することによって、気

管チューブ・吸引力テーテル聞の摩擦をさらに大きくしてい

るのでは怠い力、との指摘がある。しかし芯がら、その影響

は未だ定量切こ検討されてい怠い。

【目的】キシロ力インスプレーを気管チューブ内に噴霧す

ることによる気管チューブ、吸引力テーテル聞の摩擦力へ

の影響を定量句に検討することを目的とした。

【対象】気管内吸引時にキシ口カインスプレー(キシロカイ

ンポンプスプレー、アストラゼネ力)を使用していた施設に

おいて臨床使用された気管チューブを使用した。気管内

吸引時のキシ口力インスプレーを禁止する前後の使用済

み気管チューブを用い、両者の摩擦カを比較した。気

管チューブは患者から抜管後、洗浄せずに測定に使用

した。吸引力テーテ)1，(こは、未使用のテルモ社製サフィー

ド(12Fr)を使用した。摩嬢力の評価には気管チューブ・

吸引力テーテJレ聞の静止摩操係数をわ vitroで測定し

た。

【方法】力フ上部を 2cmに切断した気管チューブを台に

固定し、 1cmに切断した吸引力テーテルをその内腔に載

せた。次に、慎重に台を傾け、固定された気管チューブ

内で吸引力テーテルが滑り出した時の角度を測定した。

滑り始めたときの角度から静止摩燦係数を算出した。同

ーの気管チューブで3回ずつ測定し、統計学的検討に

は、 Manrr'M首tneyU testを使用した。

【結果】キシロカインスプレーを使用した気管チューブ6本、

キシ口力インスプレーを使用し怠かったチューブ5本で計

演隆行定。使用した気管チューブはすべてPortex社製

Blue l..ineであった。両群ともホースヒーター怠しの加温

加湿器を使用した。キシロ力インスプレー噴霧群と、非

噴霧群での縛管時間の中央値(最小一最大値)はそ

れぞれ41.0(15-211)、 32.5 (7-104)時間で有意

差はなく伊=0.64)、また、気管チューブの内径に

有意tJ.差はtJ.力、った(P= 0.33)。キシロカインスプレー噴




